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和語サ変動詞の用法と格表示

石塚直子

キーワード :NV型複合名詞、和語サ変動詞、漢語サ変動詩、品詞認定

要旨

「名詞十和語動詞連用形j型複合名詞には「するJrをする，がする，にするj
等がつくことができる。理論的な観点からは，それぞれの形式がどういった環

境に分布しているのか，一通り説明がなされてはいるものの，使用実態に即し

た記述は必ずしも充実しているとは言えない。本稿では 「名詞十和語動詞連用

形j型複合名詞に「するj がつくことができる和語サ変動認を取り上げる。具

体的には， 3節で NV型複合名詞に「するJrをする，がする，にするjがつく

かどうかについて f新聞j コーパスを利用し，調査を行う。その後， 4節で調

査結果を概観し，和語サ変動詞の持つ特徴や漢語サ変動詞との振る舞いの違い

(例えば rNV型複合名詞+格するj の中では NV型複合名詞に fをするjが

つくものが多いこと， rをするJrがするJともにつく語が一定数ある(漢語サ
変動詞には両方つく語はほぼ皆無)等)について触れる。続いて，漢詩サ変動

詞は「をするj をとる際に条件が生じるが，和語サ変動詞がその条件に適用で

きず，さらには実例があることを 5節で示す。最後 6節で本稿の主張をまとめ

る。

1. はじめに

本稿が取り上げるのは， r格上げJr値下がり Jなどのように「名詞十和語動詞

連用形j 型をとる複合名詞ペ(以下，ト!V型複合名詞と呼ぶ)に「するj と「格助

詞(を，が，に)十するJ(以下， r格するJと呼ぶ)をつけることができるかどう

かという現象についてである((1)(2))。

*1 本稿が対象とする NV型複合名詞は後項が和語動詞連用形の場合に限る。よって，例え

ば f商品開発jのような漢語NV型複合名詞は取り扱わない。
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和語サ変動認の用法と格表示(石塚直子)

(1) a. 手続き，子育て，値下がり，格上げ

b. 手続きする，子育てする，値下がりする，格上げする

C. 手続きをする，子育てをする) ??勺{直下がりをする) ??格上げをする

(2) a. 血止め，胸騒ぎ，面立ち，湯上り

b. ??血止めする) ??胸騒ぎする) ??面立ちする) ??湯上りする

C. 血止めをする，胸騒ぎがする) ??面立ちをする) ??湯上がりをする

(1)の NV型複合名訴は(Ib)のようにi亙接「するj をつけて)NV型複合サ変動

詞(以下，和語サ変動詞)になる。一方) (2)の NV型複合名詞は，以下に示す調

査の中で， (2b)のように註接「するj をつける例がみられなかったものである。本

稿では，特に(1)の和語サ変動詞を取り上げる。具体的には 3節で NV型複合名詞

に「するJr格するj がつくかどうかについて「新開j コーパスを利用し，調査を
行う。その後)4節で調査結果を概観し，和語サ変動詞の持つ特徴や漢詩サ変動詞

との振る舞いの違い(例えば) fNV型複合名詞十格するjの中では NV型接合名

詞に「をするj がつくものが多いこと) rをするJfがするj ともにつく語が一定数

ある(漢語サ変動詞には両方つく語はほぼ皆無)等)について触れる。続いて，漢

語サ変動詞は「をするJをとる際に条件が生じるが，和語サ変動詞はその条件に適

用できず，さらには実例があることを 5節で示す。最後 6節で本稿の主張をまとめ

る。

2.先行研究と本稿の位置づけ

本稿に関連する先行研究には 2つの流れがある。 1つは後項が和語動詞連用形で、

ある複合名詞を対象としたNV型接合名詞，および和語サ変動詞についての1iJf究(影

山(1993) (I999)等))もう lつは漢語サ変動詞を対象とした「をするj がつく際の

条件についての研究(田野村(1988)等)である。本節では，前者にあたる影山(1993) 

( 1999)の先行研究に触れ，後者の田野村(1988)等については 5節で触れる。

勺 (1) "-' (6)において r??Jは今回行ったコーパス調査では用例がみられなかった(用例 0)

ものを示すこととする。今聞の調査では用例がみられなかったが，現実として使用されて

いる可能性も考慮、し，ここでは r??Jとした。
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影山(I993)(1999)は， NV型複合名詞のうち， (1)と (2)の f血止め，胸騒ぎj を

「デキゴト名詞J，(2)の「面立ち，湯上りJを「モノ名詞Jと分類しているへし

かしデキゴト名詞Jの中で実際に NV型複合名詞に「するj がつき f格するj

がつかないものの用例を概観すると，どちらがつくのかという判断だけできれいに

二分できるものではないことが分かる。詳細は後述するが， rするj がつく和語サ

変動詞では f格するjがつくものが大半であるからである。本稿は，影山のいう「デ

キゴト名詞j に「するj や「格するJがつくかどうかに着目し，表 1のような分類

をもとに調査を行う。本稿ではその中でも特にする・格する兼用型J((3)) rす

る専用型J((4)) について取り上げる。

【表1]NV型複合名詞の fするJr:格するj用法と分類

本稿における現象の名付け NV型複合名詞十する NV型護合名詞十格する 用例

する・格する兼用型 o 0 (3) 

する専用型 o x W 
格する専用型 x 0 ~ 

する・格する不用型 x x ~ 

(3)手続き(手続きする/手続きをする)子育て(子育てする/子育てをする)， 

等

(4) 値下がり(値下がりする/??値下がりをする)，格上げ(格上げする/??格

上げをする)等

(5) 血止め(??血止めする/血止めをする)，胸騒ぎ(??胸騒ぎする/胸騒ぎが

する)等

(6) 面立ち(??笛立ちする/??面立ちをする)，湯上がり(??湯上がりする/??

湯上がりをする)等

影山等の先行研究はそれぞれの型にあてはまる NV型複合名詞の例を挙げてはい

るものの，それらがどのような割合であるのか，またどのような語があてはまるの

*3表 lでいうと，点線より上が影山(I993)(I999)のいう fデキゴト名詞j，下が

「モノ名詩jである。
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和語サ変動詞の用法と格表示(石塚笹子)

かについて等，個々のNV型複合名詞がどの型になるのかについては触れていなし ¥0

また， NV型複合動訴に「するJr格するj のどちらがつくのかという判断は，多

分に研究者による内省で行われており， rするJr格するj どちらが優勢であるのか

については明確ではない。本稿では，コーパス調査により， rするJr格するJがど

れだけっき，兼用型がどれだけあるのか，どれだけ裏付けられるのか等について調

査を行う。

3.調査の対象と手法

話し言葉では，本来 NV型複合名詞が f格するj をつける「する・格する兼用

型j であっても，格助詞を脱落させ，藍接「するj をつけた fする専用型j にみえ

る場合がある刊。本調査では，格助認の脱落が少ないと思われ，かつ大量のデータ

をとることができると判断し新開J (W毎日新簡~ 1999年から 2007年までの 9

年間分)をコーパスとして用いた¥

調査対象とする NV型接合名詞は『明鏡毘語辞典J・6(2003)の見出し語に立項さ

れている NV型譲合名詞 1845語である。この 1845語のうち，まずはNV型複合名

詞に「するj がつくかどうか，ついで「格するj がつくかどうか調査を行ったへ

この時，① r(対象とする NV型複合名詞)をしっかり行うJ等，形態的な理由か

*4 ポーズやアクセントを置いている可能性もあるが，その場合ポーズやアクセントだと見

分けることは難しい。

*5 本調査の前に， r現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ)jでもサンプリング調査

を実施した。しかし， BCCWJでは得られる用例数が 10例以下のものが多く， NV型被合

名詞関であまり差がみられなかったため，今回「新開j に限定し，調査することとなった。

他のコーパスの使用については今後考えることにしたい。

*6 和語の NV型譲合名詞は無限にっくりだすことも可能だが、国語辞典に収録される語と

いうものはおおよそどの宿語辞典においても f一般的に使用される，あるいは理解できる

語j を対象としていると考えられることから、今回はひとまず『明鏡国語辞典』を代表例

として取り扱った。

*7 具体的には， r新開jのコーパスデータを用い， rNo editor2J (テキストエディター)で grep

検索を行ったo grep検索では，検索文字列を r(調査対象の NV型複合名詞)[さーせ]Jと正

規表現を用いた。
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らサ変でないものを拾ってしまった用例，②ヴォイス変化をともなう用例(受け身

・使役・タイ形・テアル形等)，③見出しゃ会話文に該当するもの事等は不適当

な例と見なし，手作業で排除した。

4. 誠査結果と考察

4.1. rする」のつく NV型複合名誌の用法と語数
3節の調査より， w明鏡国語辞典』から抜き出した 1845語の NV型複合名詞のう

ちするj のつくものの用例数と語数の結果は，表 2のようになった。

NV型複合名詞に甚接「するjがつく和語サ変動認は 425語(約 23%)，一方， NV 

型複合名詞にi直接「するjがつかない NV型複合名詞は 1420語(約 77%)であった。

したがって， NV型接合名詞の「する専用型Jrする・格する兼用型j は，全体の

約 4分の lにあたる。

【表2]rする」のつく NV型複合名詞の用例数と語数

複合名詞
(%) 

77.0% 

1∞0% 

4.2. 和語サ変動詞における「する専用型Jrする・格する兼用型jの用法の割合
表 2の NV型複合名詞に直接「するj がつく和語サ変動詞 425語のうち，直接

fするjをとる用例が 30以上ある 109語の NV型複合名詞を対象に格するJUを

するJ，rがするJ，rにするJ)がつく用例があるかどうか調査を行った旬。

本8 ただ、し，会話文中において省略されやすいとしづ環境にも関わらず格するj がつい

ているものについては，強い反伊jになると考えたため，用例に含めた。

*9 今回， rする・にする兼用型j については，調査を行ったが取り上げて考察は行わない。
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和語サ変動詞の用法と格表示(石塚直子)

その結果， 109語のうち， r格するjの用例がない和語サ変動詞の「する専用君主J

は 15語(約 14%)あり(表 3)勺する・格する兼用型j は 94誇(約 86%)であっ

た(表 4)。

したがって，和語サ変動認における「するJr格するjの用法についての割合を，
影山(I993)(I999)でははっきりと示されていなかったが，調査結果より「する・格

する兼用型j が「する専用型j よりも大多数であることが分かる。

{表3]'11 rする専用型」の 15語
fするjがつく Z場銭飽鑓辞典aの

N¥Iする絡する
NV型複合名関 品鈎箆~.
1 値下がり 504 0 名斜・サ変(自動向)

2 格上げ 346 0 名詞・サ変(他動向)
s 白勝') 327 0 名問・サ変(曾動指)
4 ~子入り 143 0 名r.トサ変(向重力r.J)
5 気落ち 129 0 名お1・サ変{向動向)
6 梅雨明ナ 88 0 名r.J・サ変(自動向)
7 綴負Jt 81 0 名告1・サ変(向動詞)
8 陸揚iず 67 0 名r.J'ワ~(他重力狗)
9 先細り 64 0 名1吉}・サ変(自動詞)
10腰折れ 59 0 名制

11 間延び 54 0 名roJ.サ変(自動詞)
12横滑り(横i→')) 51 0 名tiJ.サ変(肉質JtiJ)
13 ~貫叙り 51 0 名mサ変(itll重完結J)
14 J寝入れ 39 0 名r.J・サ変(13重力信})

15 作{守Jt 35 0 名将・サ変(他動向)

キ10 W明鏡国語辞典』で NV型複合名詞の品詞認定が「名詞・サ変j でないものは， r腰

折れj のみで、あった。「腰折れj は，多くの国語辞典(具体的には『岩波国語辞典第 9版』

『旺文社国語辞典第 10版JlW新選国語辞典第9版JlW新明解国語辞典第 7版JlW明鏡菌語辞典

第2版JlW日本菌語大辞典第2版J等計6冊参照)において和歌などにおける用語j と意

味が記述され，品詞認定が f名詞j とされている。

しかし，今回の調査で「腰折れするj という用例はすべて経済関連で使用されており

( (7) (8)) ，従来国語辞典に記載されていた「和歌などにおける用語Jとしての意味記述と

は異なる新しい用法であった。

(7)また、長期的な国際通貨の安定を留る上で、今の日本の景気回復が壁瓦斗与ないこ

とは大切である。 (W毎日新開Jl1999年 7月 29日朝刊)
(8)景気が墜託年与ないようスピーディーな取り組みを願う。

(W毎日新聞Jl2001年 2月 7日朝刊)

*11 表3以降，表の最も左側に振った番号は，便宜上振ったものである。
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[表 4]rする・格する兼用型j で「格するj の合計局例数が 30以上の語

NfVず笠る縫j合が名つく寄竜 NVする NVをする NVがする NVlとする絡する合計 E明鏡品箇番鐙号箆華字~重量aの

1 手喜和 95 644 O 4 648 名詞
2 圭董で 150 281 O O 281 重自・サ室〔畠重自白}
2 歪臨ま 5Cお 273 O 3 276 造問・サ窓{盤盈rni
4 畳間ムり 92 1(l1 O O 161 長自・サ窓1自動自}
5 墨返し 38 158 O O 158 査担・サ窓(自重富題}
6 盤沈し 57 144 Q O 144 名EB
7 歪溢で 207 141 O O 141 名t習
~盗J 2298 16 O 98 114 査誼・勺塞{盤盤題]
L.El臨t 2Q 11Q Q g 110 査白・サ窒{自重E臨i
10銘じ!i. 4∞ O O 102 10宮 長自・勺涯{盤盆侶i
11 垂蓮 44 illi Q O illi 童館・サ翠{白島自i
1:2 辺聖世 ~ 75 Q O 75 名問
~主i盟主 170 54 O 11 65 名詞
14 宜i世 ill 66 O O 66 査rn:ワ翠l自動自j
15 館組?i. 61 ~ O O 55 室白
16 滋i牝 2020 49 O O 49 主題・サ翠1盤重!illll
!.Li盛l:Ji ~ 46 O O 46 査担・サ翠{盟重自白]
18 揺間J 45 45 O O 45 査担
~ 47 42 O O 42 名t司・サ護1 自~司)
:20呈謹.tt 57 42 O O 42 査担・サ窒l.a]盗動白i
21 笠塁 38 39 O O 39 皇自・サ蛮(盤重自白)
:2:2盈盤、 697 37 O O 37 名詞・サ変(自動題)
:23 1Cj!め 545 34 O 35 主包・勺壁{虫色重富担i
24 白酷払い 67 7 O 28 35 査担
:25 iF悩み 220 30 O O 30 査担・サ~自重B自i

4.3. 和語サ変動詞と漢語サ変動認における「する・がする兼用型Jの異なる振る

舞い

表 4をみると， rする・をする兼用型j が圧倒的に多い一方でする・がする

兼用型Jをとるものは全く現れないことが分かる。

しかし格するj の合計用例が少ないもの cr格するj 合計用例数が 29以下)
を見ていくと，表 5のように fする・がする兼用型j の語も，今回の調査では 425

語中日語あることが確認できる ((9)(10))。

【表51rする・がする兼用型j で「するJrがするJの用例数がそれぞれ I以上あ

る語

fするj合が名つく書 NVする NVをするNVがするNV1ζする絡する会堂t'呼強盗翠語辞典S
NV型墾~ の晶掲認定

1 毘iIり 24 O 13 O 13 名2宅
L8撞ち 41 O 12 O 12 名言寄
3 患盟れ 185 10 O 11 名詞・サ変{自動斡
Ll!!'.聾ぎ O O 9 名Z司
5 崖右え 9 O O B 名鈎・サ変{自動草野
~り 16 O O 名古司・サ変(/3重力部
L.!I!l笥り O O 名詞
8 思?まれ 118 O O 名2竜・サ変(13動秘
9 目盛り 50 O O 名詞・サ変(E!動符
10鐙謹!1 3 O O 名詞
1LJ、窓わり 13 2 O 名Z竜・サ変司自動符
12 思議盤、~章盗るい~ O O 名鈎・そ7劉自動絡
13盟盟主 6 O O 名鈎・サ変〈自動~
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和語サ変動詞の用法と格表示(石塚直子)

(9) a. 3年間休業した宿は屋根から雨漏りし、布団や畳、冷蔵庫が使い物にな

らなくなっていた。 cw毎日新開~ 2003年 8月 28日夕刊)

b. 家が老朽化して雨漏りがするようになったが、苦しい生活の中では修繕

もできない。 (W毎日新聞~ 2004年 9月 22日朝刊)

(10) a. 高知県野市町西佐古で lヘクターノレの焔を借り、ハウスで小松菜や春菊

など日持ちしない軟弱野菜を大量栽培している。

(W毎日新聞~ 2001年 7月 19日朝刊)

b. コロンピアの花は、色が鮮やかなうえに臼持ちがするのだという。

(W毎日新開~ 2007年 11月 14日夕刊)

和語サ変動詞に「する・がする兼用型j が 13語みられたことは注目すべき点で

ある。今回行った調査と!南じコーパスを用いて，調査を行ってみると，漢詩サ変動

詞の fする・がする兼用型Jは「予感する・予感がするJ'12の 1語しか見出せな

かった ((11))。

(11) a. 将来の増税を予感する由民は民需の柱である消費を手控える。

(W毎日新聞~ 2000年 9月 12日朝刊)

b. その瞬間、アフガンもイラクも激震に見舞われるヱ盛立と乞た。

(W毎日新関~ 2002年 9月 11日朝干IJ)

この和語サ変動詞と漢語サ変動認の「する・がする兼用型Jにおける振る舞いの

違いは興味深いが，今回は現象の提示までとし，その違いが生じる理由についての

検討は今後の課題としたい。

4.4. 和語サ変動詞にみられる「する・をする・がする兼用型j

また，表 5には「息、切れ，心変わり jの2語ではあるが， (12) (13)のように「す

るJrをするJrがするjのすべてに用例を持つものが見られる。このようなものは，

漢語サ変動詞の調査では 1伊jも見られず，和語サ変動詞と漢語サ変動詞との違いと

*12 予感するj は160例予感がするj は227例みられた。
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して挙げられる。

(12) a. シーズンの滑り出しは好調で「今年こそJと期待しても中盤で息切れし、

終わってみればBクラスの繰り返し。

(W毎日新開~ 1999年 9月 22日夕刊)

b. しょっちゅう怠切れをするので酸素ボンベが手放せない。

(W毎日新開~ 2001年 7月 23日朝刊)

C. 以前はできた激しい動きができなかったり、息切れがする。

(W毎日新聞Jl2002年 10月 14日朝刊)

(13) a. 心変わりした兄嫁への弟の片恋慕としづ終幕まで伺じだ。

cw毎日新聞Jl2004年 12月 15日朝刊)

b. クレメンスは引退する予定だが、万が一心変わりをした場合には、自由

に交渉できる。 (W毎日新関Jl2003年 11月 8日朝刊)
C. だが、「心変わりがしたら反対しないよJと田中監督。

(W毎日新聞Jl2005年 12月 12日夕刊)

以上， 4.3と 4.4では，調査結果の中から，漢語サ変動詞と比較した際の和語サ

変動認の特徴を挙げた。表 4を見れば分かるように， rする・格する兼用型Jの多

数派は「する・をする兼用型Jであり，この点は和語サ変動詞も漢語サ変動詞と間

様である。しかし，細部の，特に用例総数の少ないものを見ていくとする・が

する兼用型Jの用例数が比較的多くみられること (4.2)やする・をする・がす

る兼用型j がみられること (4.3) のような興味深い差異も見出すことが可能であ

る

和語サ変動詞と漢詩サ変動詞の振る舞いの違いをより深く検討するために，今後

は和語サ変動詞が「するJr格するj がつく際の割合を，漢語サ変動詞が「するj
「格するj がつく際の割合と比較する等，詳細な量的比較を行う必要があると思わ

れる。

4.5.調査結果と臨語辞典の品詞認定とのずれ

2節でも述べたが， NV型複合名詞lこ「するJr格するj のどちらがつくのかとい

う判断は，多く研究者の内省判断により行われてきた。このような判断を内省で行
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ってきたという問題は，留語辞典の品詞認定にも該当する。なぜならば，国語辞典

における NV型複合名詞の品詞認定は，多く研究者や編集者の内省判断により決め

られているからである。コーパス調査により 国語辞典の品詞認定がどれだけ裏付

けられているか，調査結果と国語辞典の品詞認定にずれが生じていなし¥かどうか，

前掲した表で確認を行うと次のようなことが分かる。

「する専用型Jの表デ13fこ比べ， rする・格する兼用型j の表 4において，国語

辞典の品詞認定にゆれが目立つ。具体的には，調査結果から「する・格する兼用型j

に該当する語であり「するjの用例数が相当数あるのにも関わらず，品詞認定が「名

詞j のものが 8語 (32%) みられた。このように調査結果では NV型議合名詞に直

接「するJをとる用例が確認できるにも関わらず， r名詞・サ変j の表示を持たな

いケースについては，どのような根拠をもとに研究者や編集者が「サ変j の表示を

外し「名詞Jとしているのか気になるところである。

なお，今回の調査結果(表 4) を活かせば，例えば rNV型複合名詞+をするJの

用例数の「格するj の用例数に対する比率が一定数より低いものを「サ変j から外

す，というような，客観性の高い品詞認定も可能になるのではなし 1かと思われる。

5. rをするj をとる条件

本節では，今国の調査により判明したことについて，もう 1つ取り上げる。これ

は， 2節で述べた，田野村(1988)等の記述に関係する。

4節においてがするJに関わる振る舞い等を中心に，和語サ変動誌とj英語サ

変動詞との関に，一部異なる点のあることが確認できた。本節では，サ変動詞が「を

するJをとる際の条件についても，和語サ変動詞と漢語サ変動詞との間に相違点の

あることを指摘する。

まずは，田野村(I988)等の先行研究の指摘する「をするj をとる条件を確認す

*13 表3に関しては，すでに「注釈 10Jで触れたので，ここでは省略する。
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る。漢語サ変動詞に関する先行研究では， (14)のような条件が指摘されてきた。14

(14)漢語サ変動詞が「をするj をとる条件

A.意図(意志)的事15な事柄・性質を表していること(田野村(1988)，平尾(I995) ) 

主語が意図的に行う動作である ...0漢語サ変動詞十「をするJ(田野村

(I 988) ) 

「ショウ，シタイ jと共起できる・・・ 0漢語サ変動詞+rをするJ(平尾(1995)) 

B.動的な継続性(非瞬時性)を表していること(田野村(1988)) 

rr-....-し始める/終わるj と共起できる ...0漢語サ変動詞+rをするj

rr-....-し始める/終わるj と共起できない・・・×漢語サ変動詞+rをするj

田野村(1988) が指摘する条件((14))は，条件 A，Bを並立的に並べておりを

するJをとるためには， r条件 Aかつ条件 Bを満たすj のか「条件 Aまたは条件B
を満たせばよしリのかはっきりとは示していない。したがって，条件 A，Bとの関

係性は明確ではないといえる。以下に示す調査から，条件 A，Bの関係性について

も考察を行う。

次に，田野村(1988)が指摘する条件が，和語サ変動詞にも該当するか調査を行

った。ここでは，表 4で示した 25語の NV型複合名詞に限らず， rするj がつく用

例数が 30以下の NV型複合名詞で「をするj をとるものも対象に含んだ。

調査方法としては，田野村(1988)の「をするj をとる条件に従い，非意図的と思

われるものや変化をあらわすものを内省判断した。その結果，表 6の 11語が該当

*14 今回提示した条件以外に，影山(I993)(I999)は，漢語サ変動認が「非対格j か「非能

格jかによって「をするj をとる・とらないという条件を指摘している。紙幅の関係上，

今回は条件として扱わず，検討を行わなかった。今後改めて漢語サ変動詞・和語サ変動詞

で比較，検討を行し 1たい。

叶5 田野村(1988)では、「単純サ変動詩文型が自然な表現として成立するには、「するj

(= r行う J) と言うに足る動作・行為を表していることが必要である。J(p.71) と述べて

いる。田野村(1988)の「単純サ変動詞文型j とは，本研究でいう rNV型複合名詞十「格す

るJJである。
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した。次に，これらの 11語の NV型複合名詞について，今回 3節で、行った調査と

同様のコーパスを用いて， rショウ/シタイJ(条件 A) がつくかどうか調査を行っ

た。ついで， r "-'し始める/終わるJ(条件 B) も同様の調査を行った。その調査結

果が，表イiへ(16)(17)である。

i表 6]rするj が 30以上つく NV型複合名詞で fをするj をとる条件 (A. B) 

の反例

NfVす態る複J合が名つく鰐 附する NVをする NVがするれR霊の童館&鐙飽辞認典定a 

fをするjをとる象件 A fをするjをとる議件 8

貴重甑2軍港減持率稿用例重量 お約な纏車産性 m併殺
1勘違い 697 34 O 名宮司・サ~(自動総) l勤制遭i傘Lいしよう O 

闘わu旧旧んえ帽開見g理臥静智にナナ安しし始絡終Uレ始鈴めめわわめるるるるる

O 
、しTζ¥¥ O O 

2人見知j 36 14 O 名E理・サ変(自主力斜) 人入見売知量BJJしよう
O O 

したL、 O O 

3臼瀦ナ 366 7 O 名言電・サ変{自動鈎〉 I~日潟開すすししよう O O 
TこL、 O O 

4費t緊ね 63 5 O 名鈎・サ変(El重力絹)i矧気緊ねねしよう O 
気気兼型軽ねねしし始終めわるる

O 
し7こL、 O O 

5 ~軽食い 55 5 7 名総・サ変{自動駒〉 l州身食L、ω O 身身食倹tいし始める O 
、しTこL、 O 、し終わる O 

6力負け 111 4 O 名言耳・サ変(Ell色調〉 I力力負負けけししよう O 
力11負負けけしし始終めわるる

O 

たい O O 

7t事会わせ 68 2 O 名翁・サ変(El勤続〉 i鉢総会合わせしよう O 鉢鈴会合わわせし始める O 
わせしたい O せし終わる O 

日後変わり 565 O 名E司・サ変(自主力制〉 i篠線変変わわりしよう 4 様線変変わわりし始める 3 

りしTこL、 O りし終わる O 

9逆撲t) 321 O 名言司・サ変(El重品開〉
逆決りしよう 2 逆戻りし始める
逆撲りしたい O i笠漢りし終わる O 

10患切れ 185 10 名鈎・サ変(自動時 怠息切切れれしよう
O 息魚切旬1れt¥し始める

したい O し終わる O 

11織雨入り 1凶 O 名宮司 l梅梅雨雨入入りりしよう O 術雨入りし始める O 

したい O 梅雨入りし終わる O 

(16) 一瞬、息子が大けがをしたものと私は勘違いをしたのである。

(W毎日新聞~ 2007年 11月 13日朝刊)

ネ16 表 6より様変わり jで， (14)の条件 Aに該当する用例が見られた。しかし， (J 5) 

のように，すべて「推量j の用法(r"，しようとしているJ)であり意図(意志)的であ

るJという条件は満たしていなかった。よって， r様変わり jは，条件Aに該当する用例で

はない(=用例 0) といえる。

(I5)新首相官邸のスタートとともに、メディアと首相の関係が大きく様変わりしようと

している。 (W毎日新聞112002年 3月 19日朝刊)

したがって，本節で、行った調査(表4で示した 25語から非意図的なものを抜き出す)は，

ほぼ妥当な操作で、あったと患われる。
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( 17)諒助ちゃんは人見知りをしない明るい子供だった。

(W毎日新聞~ 2006年 11月 14日朝刊)

表 6より， r rをするj をとる条件 AJ に該当する用例は f逆戻り j の 1語のみ

であり((18))，r逆戻り j のみが条件 A を満たしている(=rショウ/シタイ j

と共起する)ことが確認できる。

(I8) これは決して田舎暮らしに逆戻りしようということではない。

(W毎日新開~ 2004年 3月 12日朝刊)

しかし，他の 10語は条件Aを満たしていない(=rショウ/シタイJと共起で

きなし¥)非意図(非意志)的であるにも関わらずをするj をとる用例がみられ

た。このことが 11語中 10語(約 90%)にみられることから，和語サ変動詞には

多く rrをするjをとる条件 AJの例外があることが確認できる。このような条件 A

の例外について，出野村(1988)は漢語サ変動詞では明示していない。

さらに rrをするj をとる条件 BJに該当する用例は「様変わり，逆戻り，息

切れJの3語が見られた((19)---(21))。したがって様変わり，逆戻り，息切れJ

は，条件 Bを満たしているといえる。

(I9) 関西の主要な服飾専門学校の，卒業作品コンテストが様変わりし始めた。

(W毎日新関~ 2000年 3月 23日朝刊)

(20)今，初めて CD化された彼の 1950---70年代の録音(グラモフォン)を前に

して， 自分のなかの時間が道具之主始める。

(W毎日新聞~ 2005年7月 6日夕刊)

(21)元気を装いながら，被災者が息切れし始めていた時期だ、ったといえる。

(W毎日新開~ 2000年 11月 18日夕刊)

一方，残りの 8語は，条件 8を満たしていない(= r---し始める/終わるj

と共起しなし¥)にも関わらずをするjの用例がある。このことにより，条件B

を満たしている場合でも満たしていない場合でも，和語サ変動認は「をするj

をとることが可能であることが確認できる。
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なお，田野村(1988)は， fをするJをとる条件について (22)と同義な表現として

(23)を挙げている。

(22)部屋を掃除する。

(23)部屋の掃除をする。

(田野村(1988)(1)) 

(関野村(1988)(2)) 

このことについて，今西調査対象とした 11語の NV型複合名詞で確認すると，

(22) (23)の「掃除j は他動詞であるのに対し， 11語は『明鏡国語辞典』の品詞

認定は「梅雨入り jを除き，すべて自動詞なので問題がないように思われる(表6)。

しかし) 3節で、行った調査と同様のコーパスを用いて f'"'-'をNV型譲合名詞十す

るj で、調査を行ったところ勘違い，気兼ね，力負け，逆戻りJの 4諾に用例

がみられた。さらに，その後 f'"'-'のNV型複合名認十をするj の用例があるか，

同様のコーパスで調査を行ったところ f'"'-'を勘違いするj のみ用例が見つかっ

た。この「勘違しリの用例 ((24)) は， (24)) のように言い換えることが可能

であり，かっ言い換えても意味が変わらない。

(24) まさか、何かの勘違いをしているのだろうと開いた方は思います。

(W毎日新聞~ 2001年 l月 24Iヨ朝刊)

(24) )まさか、何かを勘違いしているのだろうと開いた方は患います。

((24)の言い換え)

「勘違いj は自動詞と品詞認定されているが，他動詞用法もあると考えられ

る。さらに， f勘違しリは意図的な動作とは考えにくいので，和語サ変動詞には，

田野村(1988)が指摘する (22)(23)の例にあてはまらないものがみられたといえ

る。これは，漢語サ変動詞とは異なり，和語サ変動詞は f'"'-'の NV型複合名詞

十をするj と f'"'-'を NV型複合名詞十するj との対応が必ずしも一致していな

いことを示すものである。

以上，漢語サ変動詞と和語サ変動詞が ffをするj をとる条件j において生じる

棺違点を確認した。

今回調査対象とした表 6の 11語のうち，条件 A.Bともに満たし「をするj を

とっているのは逆戻り j の l語のみであった。その他 10語は，条件 A.Bとも

に満たさない，あるいは条件 B のみ満たしているのにも関わらず「をするJをと
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っており，条件の例外に当たる。

田野村(I988)では，漢語サ変動詞において，表 6や(16)(17)のような rrをするj

をとる条件j の例外は語も挙げられていない。しかし，今回和語サ変動詞を対

象にした調査により，和語サ変動詞に条件を当てはめてみると，条件を満たしてい

ないにもかかわらず，和語サ変動詞は「をするj をとるという条件の例外にあたる

語があることが確認できた。

すなわち，和語サ変動詞の rrをするj をとる条件j の例外には，条件 A'Bを

ともに満たさなくとも「をするJをとることができるもの 条件 A を満たしてい

なくとも「をするJをとることができるもの，条件Bを満たさなくとも「をするJ

をとることができるものがあることがそれぞれ確認できた。したがって，和語サ変

動詞は必ずしも漢語サ変動詞の rrをするj をとる条件j に一致しないことが分か

る。

また，田野村(1988)の提示する条件 A，Bのうち，どちらの条件がより優勢で

あるのかについては，両条件の関係性が複雑であり，どちらが優勢であるのか明言

しにくく，本稿では明らかにすることはできなかった。田野村(1988)の指摘する行を

するj をとる条件j以外にも，和語サ変動認には「をするj をとる擦に何か別の条

件がないか，今回対象とした語以外の和語サ変動認に rrをするj をとる条件j を

満たすものはないか，等について再検討していきたい。

6. まとめ

本稿は 3つの要点にまとめられる((ア)'"" (ウ))。

(ア)NV型複合名詞に藍接「するj をつけることができる和語サ変動詞におい

て， rする専用型j と「する・格する兼用型Jとではする・格する兼用

型j の方が圧倒的に多い。

(イ) rする・格する兼用型j は，和語サ変動詞と漢語サ変動認とでは振る舞い

が異なる。

①和語サ変動詞の fする・がする兼用型j には「雨漏り，底冷えj などの

伊jがあるのに対し，一方漢詩サ変動詞では「予感jの l例のみであった。

よって， rする・がする兼用型j は漢語よりも和語の方が比較的多く見ら

れることが分かつた。

②和語サ変動詞は「をするJrがするj 両方ともつくことができる「息切
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れ(息切れをする/息切れがする)，心変わり(心変わりをする/心変わ

りがする)Jなどがあるが，漢詩サ変動認には fをするJrがするj の両

方がつくことができる例が，今回の調査結果ではみられなかった。

(ウ)従来漢語サ変動語研究で指摘されてきた fをするJをとる際の条件には適

用できない語が，和語サ変動詞にはみられた cr勘違い，人見知り j等)。

さらに，今後の課題としては大きく 2点挙げられる。

1つは，和語サ変動詞と漢詩サ変動認の振る舞いの違いをより深く検討するため

に，今後は和語サ変動認が「するJr格するj がつく際の割合を，漢語サ変動詞が

fするJr格するj がつく際の割合と比較する等，詳細な量的比較を行う必要があ

る。

もう 1つは，和語サ変動認には「をするj をとる際の条件が適応できない語がみ

られたが，漢詩サ変動詞にも条件に対する反例があるかどうか，漢語サ変動詞自体

の再調査を行う。また，和語サ変動詞と漢語サ変動詞とで振る舞いに差がみられた

が，なぜこのような差があるのか，考察を深める必要がある。
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